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面
骨
研
究
　
第
百
七
十
謡
號

澤
村
教
授
の
逝
去
　
去
五
月
二
十
三
日
午
後
入
時

五
十
三
分
豫
て
療
養
中
な
り
し
本
會
委
員
澤
村
専

太
郎
氏
逝
去
、
さ
る
。
氏
の
東
洋
美
術
研
究
に
．
封
ず

る
深
き
熟
意
ご
博
き
造
詣
は
、
人
の
齊
し
く
敬
畏

す
る
こ
こ
ろ
な
り
し
に
も
か
、
わ
ら
す
、
天
君
に

齢
を
蝦
さ
す
、
知
命
に
致
ら
す
し
て
已
に
自
玉
棲

中
の
入
ビ
成
ら
れ
し
事
、
氏
の
た
め
又
學
界
の
た

め
に
惜
し
み
て
も
懸
り
あ
る
こ
ご
で
あ
る
。
先
に

本
會
講
演
に
際
し
て
「
印
度
中
世
紀
に
於
け
る
絶

書
の
史
的
考
察
」
の
題
下
、
懇
切
な
る
激
示
を
賜

は
り
し
こ
ご
、
今
弦
に
顧
み
て
轄
た
戚
慨
な
き
能

は
す
、
側
槍
衣
を
披
て
露
爾
寒
き
を
憶
ふ
○

一
一
四

故
澤
村
三
太
郎
教
授
略
歴
並
業
績

明
治
十
七
年
一
月

同
二
十
三
年
四
月

同
三
十
一
年
三
月

同
　
　
　
　
四
月
」

回
阿
三
十
山
ハ
年
三
月

同
　
　
　
　
九
月

同
三
十
九
年
七
月
・

同

九
月

同
　
　
　
　
同

同
　
凶
十
年
一
月

同
四
十
二
年
七
月

同同同日

　
九
月

　
同
　
同
　
十
月

　
同
十
、
月

一
日
産
賀
縣
彦
根
町
に
て
澤
村
傳
次
邸
氏
長
男
定
し
て

禺
生
Q

彦
根
小
學
寒
入
學
。

同
校
卒
業
Q
、

滋
賀
縣
立
第
一
申
學
入
學
。

同
校
卒
業
。

第
三
高
等
學
校
第
「
部
入
學
。

岡
校
卒
業
。
在
學
中
雑
誌
都
員
ミ
し
て
活
躍
し
、
多
数

の
校
歌
、
詩
歌
た
獲
表
す
。

京
都
帝
國
丈
科
大
七
二
學
科
へ
入
回
し
、
美
學
美
衛
更

な
專
記
す
Q

專
門
寮
英
譜
科
教
授
を
囑
託
ぜ
ら
ろ
。

詩
集
「
湖
畔
の
悲
歌
」
為
京
都
文
港
堂
よ
り
出
版
。

卒
業
Q

東
京
帝
國
国
記
院
に
入
事
し
、
近
世
美
術
史
な
奪
攻
す

國
華
識
に
入
薩
、
「
國
華
」
の
編
競
奄
捲
幽
す
。

「
古
代
歌
謡
の
形
式
」
（
新
小
説
）

「
類
焼
尽
し
（
詩
）
（
帝
閣
丈
學
）

「
蕪
村
諭
し
（
一
）
（
國
華
）

「
蕪
村
論
」
（
二
×
藍
鼠
）
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圃
　
　
＋
二
月

同
四
十
三
年
一
月

同
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三
月

　
五
月

　
十
月

十
一
月

同

「
蕪
暴
論
」
（
三
）
（
國
華
）

「
女
皇
定
色
彩
の
観
念
」
（
女
子
文
嬢
）
　
　
．

「
蕪
村
論
」
（
四
×
國
華
）

「
近
世
日
本
美
感
の
曙
光
」
（
國
華
）

「
総
型
物
に
現
出
掘
る
山
水
存
論
す
」
（
上
×
國
華
）

「
絡
巻
物
に
現
禺
ぜ
る
山
水
な
論
ず
」
（
下
）
（
國
華
）

「
第
四
十
三
回
丈
部
省
美
術
展
覧
會
」
ハ
國
華
）

「
本
邦
肯
像
霊
に
及
ぼ
ぜ
ろ
口
書
の
感
化
」
（
國
華
）

「
屏
風
亡
日
本
霊
」
（
女
子
丈
麓
）

「
榊
護
専
の
山
水
屏
風
に
就
て
」
（
國
華
）

東
京
美
画
龍
校
講
師
を
囑
託
ゼ
ら
れ
、
美
學
を
講
ず
Q

「
壁
謹
の
話
」
（
績
）
（
前
回
は
不
詳
）
（
女
子
文
填
）

「
本
邦
近
世
の
障
壁
鍵
に
就
て
」
（
囲
華
）

「
洋
鍵
家
の
日
本
誰
」
（
東
京
朝
日
）

東
京
女
子
謬
論
師
範
學
校
講
師
為
％
託
ゼ
ら
る
。

「
中
世
の
歌
道
ぜ
立
田
鍛
に
討
て
」
（
國
華
）

「
莫
ぜ
法
式
」
（
挿
花
倶
樂
部
）

「
廣
業
定
大
槻
」
（
申
央
公
論
）

「
第
六
回
【
公
臨
哉
展
騨
湘
會
の
日
本
恥
侃
」
（
國
華
）
　
‘

「
日
本
鍵
各
流
派
の
お
話
」
（
新
世
界
）

「
沼
南
亜
属
其
霊
風
の
徳
慣
し
（
囲
華
）

．
「
東
大
寺
再
訂
螢
ミ
來
朝
の
手
工
に
就
て
」
（
國
華
）

「
挿
花
定
色
彩
し
（
挿
花
倶
樂
部
）

故
澤
村
專
太
耶
敏
授
略
歴
並
業
績

岡同同同同同同伺同同同同同同同：同同同同同
三四

　
叫
月

　
五
月

　
七
月

　
九
二

十
…
雪

年
二
月

　
三
刀

　
同
　
九
刀

年
三
月

　
四
月

　
五
月

τ
十
月

十
一
月

十
二
月

同

五
　
年
一
月

阿十九七
　月月月

「
挙
安
宅
代
の
謝
罪
叢
像
に
就
て
」
（
既
記
）

「
朝
鮮
古
墳
三
見
の
壁
鍵
」
（
國
華
）

「
本
邦
に
於
け
る
初
期
の
洋
鍵
」
（
國
華
）

東
京
女
子
商
等
師
範
學
校
講
師
囑
託
を
解
か
ろ
。

「
銭
財
の
途
に
あ
る
日
本
鍵
」
ハ
中
央
公
論
）

「
本
邦
に
於
け
ろ
白
描
誰
に
就
て
し
n
上
×
國
華
）

「
本
邦
に
於
け
る
白
描
盤
に
就
て
」
（
下
）
）
國
華
）

東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
講
師
な
囑
託
ゼ
ら
る
。

東
京
帝
國
大
學
大
貫
院
な
退
く
。

「
春
日
曼
茶
羅
観
」
ハ
上
×
里
芋
）

印
刷
局
美
學
講
轡
事
務
を
囑
託
ぜ
ら
る
Q

「
春
日
曼
茶
羅
読
」
（
下
×
目
薬
）

「
丈
展
日
本
誰
詳
し
（
東
京
朝
日
）

「
大
正
の
美
術
界
に
於
け
る
諸
問
題
」
薪
日
本
）

「
最
近
に
於
け
る
口
本
謹
の
傾
向
」
（
新
日
本
）

「
本
郭
爵
凪
場
に
及
ぼ
ぜ
る
西
洋
…
旗
鑑
の
感
化
」
（
上
）
（
國

華
）「

本
邦
踊
場
〃
に
及
ぼ
ぜ
る
酉
洋
版
霊
の
威
脚
化
し
ハ
下
）
（
圃
問

華
）印

刷
局
美
學
講
脅
事
務
の
囑
託
な
解
か
る
。

「
留
別
峻
厳
な
ろ
院
展
を
評
す
」
〔
來
京
時
事
）

「
幕
末
の
一
洋
叢
家
ビ
其
渡
海
日
記
」
（
新
口
本
）

「
彼
等
の
進
ん
で
來
表
路
」
（
中
央
公
論
）

一
一
五
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哲
學
研
究
・
第
百
七
十
一
號

　　十
同同一同感同
　　月

年
一
月

　
同
　
三
月

　
四
月

　
六
月

　
七
月

　
同

　
同九
月
十
月

　
同
　
同

「
輯
宗
の
興
隆
ミ
本
邦
の
肯
丁
霊
に
就
て
し
（
上
）
（
閾
華
）

「
丈
展
舞
本
口
縄
」
ハ
東
京
朝
日
）

「
文
展
彫
刻
詐
」
ハ
東
京
日
々
）

「
丈
展
入
面
賦
し
（
東
京
都
新
聞
）

「
丈
展
の
口
本
鍵
に
封
で
る
班
惑
い
（
太
陽
）

「
灘
宗
の
興
隆
ビ
本
邦
の
巨
像
霊
に
就
て
し
（
下
）
（
國
華
）

「
近
世
日
本
霊
に
及
ぼ
ぜ
る
洋
窺
の
感
化
し
（
國
華
鮭
茶

話
倉
講
演
）

「
亜
鰍
墨
田
善
の
銅
版
霊
に
就
て
」
（
國
華
）

「
日
本
霊
ε
夜
景
愛
子
」
（
大
阪
朝
日
）

「
鍵
鱈
周
丈
の
彫
塑
に
就
て
」
（
中
央
美
衛
）

「
御
物
紛
師
草
子
に
就
て
」
（
囲
華
）

「
一
一
閣
蔓
茶
羅
に
就
て
」
（
申
央
美
術
）

「
大
孝
三
重
霊
巷
に
就
い
て
」
（
園
華
）

・
「
密
敏
電
の
様
式
に
就
て
し
（
入
文
）

「
日
本
に
於
け
ろ
南
宗
霊
の
遇
去
」
（
中
央
美
衛
）

「
院
展
評
日
本
霊
の
部
」
ハ
時
事
新
聞
）

「
法
燈
針
師
の
面
相
に
就
い
て
」
ハ
國
華
）

．
「
交
種
に
封
ず
ろ
案
件
」
ハ
雑
誌
「
巡
」
）

東
京
美
術
…
學
校
よ
リ
ァ
ッ
ヤ
ン
タ
窟
寺
壁
瀦
調
査
の
嘱
…

託
、
及
び
國
華
祉
の
同
窟
寺
壁
謹
模
爲
事
業
の
臨
督
の

僚
W
A
叩
た
受
ゆ
り
て
、
恥
坑
家
朝
滑
升
魏
一
波
斑
ミ
丑
ハ
に
仰
度
へ
孟
測

っ
て
出
挙
。

同同町同

二七
月

、年

月fJ

同同同同同同同居飼　同

一
一
六

十
一
月
　
「
現
代
謹
の
景
趣
生
義
的
傾
向
し
（
中
央
公
論
）

　
同
　
　
　
セ
イ
ロ
ン
島
佛
教
史
蹟
及
び
コ
ロ
ン
ボ
博
物
館
調
査
〇

十
二
月
　
　
遠
類
着
Q
荒
井
重
三
、
朝
弁
槻
波
、
籔
坐
司
香
雪
三
氏

　
　
　
　
な
監
督
し
て
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
窟
寺
壁
盤
紘
…
窮
に
着
手
Q

　
　
　
　
ア
ジ
ャ
ン
タ
に
滞
在
。
こ
の
間
窟
院
の
調
査
及
び
模
霧

　　

@｝

　
　
　
　
画
嚢
な
な
す
傍
、
南
印
度
各
地
為
族
行
し
て
、
美
衛
方

　
　
　
　
颪
の
探
究
。
壁
諜
模
爲
完
成
後
、
四
月
に
互
切
て
、
印

　
　
　
　
度
内
地
為
旋
行
し
、
各
地
の
佛
教
史
蹟
な
探
査
。

　
四
月
　
中
旬
孟
買
禺
帆
、
瞬
朝
の
途
に
上
ろ
。

　
同
　
　
「
強
肩
シ
ー
ギ
ー
ー
ヤ
の
壁
霊
」
（
大
阪
朝
日
）

　
五
月
　
齢
覇
。

　
同
　
　
東
京
女
子
為
等
師
範
學
校
囑
託
た
解
か
る
〇

　
六
月
　

東
京
美
術
學
校
に
て
即
度
美
術
史
持
別
講
義
た
向
ふ
六

　
　
　
　
ケ
月
間
零
話
二
時
間
櫓
呪
…
さ
る
O

　
入
穿
　
「
印
度
亜
仁
多
の
生
活
し
（
大
阪
朝
日
）

九
月
　
「
印
度
の
自
然
書
謡
物
」
（
中
央
公
論
）

十
月
　
「
西
印
度
ガ
ト
ー
下
カ
ツ
チ
窟
院
に
就
て
し
（
上
×
國
華
）

　
同
　
　
東
京
日
本
橋
倶
樂
部
に
於
て
、
ア
ツ
ヤ
ン
タ
壁
霊
模
寡

　
　
　
　
及
び
拓
本
展
蓋
置
開
催
。
ア
ツ
ヤ
ン
タ
団
団
に
就
い
て

　
　
　
　
講
演
Q

同
　
　
「
印
度
壁
叢
の
模
本
に
就
て
し
（
談
×
時
事
新
報
）

同
　
　
「
院
展
日
本
霊
所
尽
し
（
太
揚
）
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同同同同同同同書同盟同同同同期
九

　
町
十
一
月

　
同
十
二
月

　
同
年
二
刀

　
四
月

　
同
　
王
月

　
無
月

　
同
　
同
　
同氏
丹

　
同
　
同
十
二
月

年
一
月

　
二
月

　
四
月

　
同
　
五
月

「
文
展
の
日
本
鑑
し
（
峰
事
新
報
）

「
院
展
日
…
本
識
所
感
」
（
太
陽
）

「
日
本
・
諮
の
人
物
画
爲
の
問
題
」
（
中
央
美
術
）

「
西
印
度
ガ
㍗
ー
ト
カ
ツ
チ
窟
院
起
就
て
」
（
中
×
國
華
）

「
國
電
創
作
協
會
嬰
展
會
所
感
」
（
太
陽
）

「
西
印
度
ガ
ト
ー
ト
カ
ソ
チ
窟
院
に
就
て
」
（
下
×
國
華
）

大
阪
朝
日
新
聞
融
に
以
て
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
壁
監
模
爲
及

び
拓
本
総
勢
會
。
「
ア
ジ
ャ
ン
タ
藝
術
の
俄
億
」
〔
講
演
）

「
盆
暗
周
位
に
就
て
」
（
醐
華
）
　
　
　
　
　
　
　
，

棄
京
高
等
師
範
學
校
美
術
史
講
師
た
囑
託
ぜ
ら
る
Q

京
都
三
聖
大
學
助
教
授
に
任
ぜ
ら
ろ
。

陞
叙
高
等
官
七
等
Q

「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
に
於
け
ろ
彫
刻
」
ハ
一
）
（
國
華
）

「
東
山
蒔
代
の
捌
字
工
彌
次
耶
に
就
い
て
」
ハ
國
華
）

東
京
美
術
出
校
講
師
解
職
Q

京
都
に
赴
任
。

「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
に
於
け
ろ
彫
刻
」
ハ
ニ
）
（
國
華
）

「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
に
於
け
る
彫
刻
」
（
三
）
（
國
華
）

「
二
軍
羅
の
都
」
（
大
阪
朝
口
）

「
尉
逞
派
の
絡
濫
に
就
て
」
（
美
徳
爲
藁
叢
集
）

浄
土
宗
本
派
教
育
顧
問
な
囑
託
ゼ
ら
ろ
。

浄
土
宗
西
山
専
門
學
校
講
義
な
囑
託
ぜ
ら
る
Q

奈
良
女
子
高
等
師
範
學
校
講
師
た
囑
託
ゼ
ら
る
。

故
澤
村
專
太
鄭
教
授
略
歴
叢
業
綬

岡同同論同同輩同同¶同同同同烈烈同同君

　
　
　
阿
　
　
　
大
阪
市
美
術
館
設
立
顧
問
た
囑
託
ゼ
ら
る
G

　
　
　
同
　
　
「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
に
於
け
る
彫
刻
し
ハ
四
）
（
國
華
）

同
（
或
に
六
月
？
）
　
　
「
屯
八
和
音
の
自
陥
然
描
爲
」
（
大
阪
士
山
回
肚
講
演
）

同同一i一同八六
　　月　刀月

十
一
月

同

　
　
　
同

　
　
十
二
月

　
　
　
慢

言
　
年
一
月

　
　
　
三
刀

　
　
　
同同

「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
に
於
け
る
彫
刻
」
（
五
）
（
國
華
）

「
鞭
巻
物
に
於
け
ろ
自
然
描
篇
」
（
京
都
絡
專
講
演
）

「
日
本
鍵
の
敵
化
蓮
動
」
（
談
）
（
大
阪
時
事
）

叙
從
七
位
Q

「
紙
園
精
舎
の
慧
祉
」
（
大
阪
朝
日
）

「
印
度
の
現
在
定
H
本
」
（
大
阪
朝
日
脚
戸
附
錐
主
催
篠

山
記
念
講
演
會
）

里
家
多
田
三
楽
、
勝
田
哲
爾
氏
た
指
導
し
て
宇
沿
渠
等

院
鳳
骨
堂
壁
薄
膜
篇
借
手
。

「
最
近
日
本
霊
の
風
潮
に
就
て
」
（
大
阪
朝
日
京
都
支
局

勲
爵
都
岡
謹
手
工
研
究
倉
圭
催
美
術
講
演
會
）

「
日
本
の
近
代
謹
に
於
け
ろ
爲
實
問
題
」
（
大
阪
時
事
）

「
康
樂
寺
流
の
謹
家
に
就
て
」
（
上
）
（
日
華
）

「
最
近
口
本
心
の
風
潮
」
（
大
阪
朝
日
京
部
附
簸
）

「
井
野
寺
塔
の
古
壁
灘
し
（
京
都
口
鵠
）

鳳
瓢
堂
壁
霊
一
二
完
成
。

勝
田
落
話
為
指
導
し
て
亭
泉
中
奪
寺
金
色
堂
圓
桂
十
二

艶
艶
単
坐
。

「
色
彩
の
精
不
乱
償
値
し
（
舞
鶴
地
方
婦
人
聯
合
大
會
講

演
）

二
七
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雷同同同同鰐伺同同伺伺
阿
、同

一
學
研
究
　
第
百
七
十
一
號

七同五1司同詞四
月　月　　1月

入
刀

同十九
　月1月

同
十
一
月

同

ii‘」．帰

　十
　「年
同．四

　月

佛
教
大
學
講
師
為
囑
託
ぜ
ら
ろ
。

金
色
堂
黒
帯
｝
部
完
成
．
o

「
下
竜
専
心
の
鑑
家
に
就
て
」
（
中
）
（
閥
華
）

「
紙
園
精
舎
の
澱
鮭
」
〔
大
阪
朝
日
）

高
聯
鮒
巾
門
へ
出
張
O
古
晶
央
術
…
口
叩
調
杳
て

「
爽
樂
寺
流
の
鑑
家
に
就
て
」
（
下
×
國
華
）

「
西
印
度
ナ
ー
シ
ソ
〃
に
於
け
る
ゴ
ー
タ
ミ
ー
プ
ト
ラ

窟
に
蕨
て
」
（
上
）
（
史
林
）

植
中
直
齋
氏
を
指
導
し
て
申
奪
寺
金
色
堂
圓
桂
模
窮
。

盗
岡
へ
隅
張
し
古
美
衛
品
調
査
O

陞
叙
高
艦
寸
心
山
荒
粋
寺
O

叙
正
七
位

「
西
印
度
ナ
ー
シ
ソ
グ
に
於
け
ろ
ゴ
」
タ
ミ
ー
プ
ト
ラ

窟
に
就
て
し
（
中
）
（
吏
林
）

「
ア
ツ
ヤ
ン
タ
畢
石
窟
寺
の
彫
刻
的
弓
様
に
就
て
し
（
一
）

（
露
華
）

勝
田
哲
氏
為
指
導
し
て
、
日
野
法
界
寺
壁
叢
模
爲
作

成
。「

ア
ツ
ヤ
ン
タ
ー
石
窟
寺
の
彫
刻
的
丈
様
に
就
て
」
（
二
）

（
國
華
）

勝
職
哲
氏
を
し
て
富
貴
寺
壁
霞
模
霧
な
作
製
ゼ
し
む
。

「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
の
彫
刻
的
丈
様
に
就
て
」
（
ε

（
國
華
）

同同同同周．同　同

五同同
月

六
月

同罪
月

同同
　
九
月

十
一
月

圃同
『十

　年

月月

1同

三
月

伺

一
一
八

「
シ
ー
ギ
リ
ヤ
の
壁
霊
」
（
麦
現
）

「
口
本
譜
の
新
紙
動
」
（
大
阪
泄
刊
朝
日
）

「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
の
彫
刻
的
文
様
に
就
て
」
（
四
）

（
國
華
）

「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
の
彫
刻
的
丈
様
に
就
て
」
（
五
）

（
窮
命
）

「
美
術
史
上
の
弘
法
大
師
」
（
東
寺
弘
法
大
師
降
誕
會
講

演
）．
「
西
印
度
ナ
ー
シ
ソ
〃
に
於
け
ろ
ゴ
ー
タ
ミ
ー
プ
ト
ラ

に
就
て
」
（
下
）
（
史
林
）

「
佛
教
に
於
け
る
如
來
粗
好
の
手
相
に
就
て
」
（
京
都
絡

專
講
演
會
）

「
夏
の
旋
の
廼
憶
か
ら
中
奪
寺
の
夜
」
（
大
阪
週
刊
朝
B

夏
季
特
別
號
）

「
撒
喜
光
寺
の
コ
過
上
人
絡
傳
」
（
申
央
美
術
）

「
佛
敏
ビ
國
艮
生
活
ピ
の
關
係
ぱ
其
営
時
の
美
術
が
如

實
に
説
明
し
て
み
る
」
（
談
）
（
信
濃
毎
日
）

「
立
川
流
の
近
代
彫
刻
」
（
大
阪
朝
日
）

「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
の
彫
刻
的
文
様
に
就
て
」
ハ
六
）

（
國
華
）
「

美
衛
吏
研
究
の
憾
め
、
満
二
年
間
支
那
、
佛
魏
酉
及
亜

来
利
加
合
衆
國
へ
在
留
た
命
ゼ
ら
ゐ
。
月
末
渡
支
。

龍
谷
大
學
講
師
休
職
Ω
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一、

ｯL
同

「
同

　　　；，，1
同同‘同輕ha‘向

　　モ　　サ

同　同　 同　　　膠
　　’　i“’　lt／t
r　’；t

へ
同
、

同四
月

，
五
月

六同
月

光同～入
婿J　月

　
　
’
同

　
　
　
十
月

十
嵩
年
六
月

’1

↑
欧
米
熊
蝦
宗
敏
教
育
調
資
な
囑
託
ぜ
ら
る
、
（
浄
土
宗
西

山
光
朋
導
派
本
山
）

「
ア
ツ
ヤ
ン
タ
ー
石
窟
寺
の
彫
刻
的
文
檬
に
就
て
」
（
七
）

（
國
華
）

「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
の
彫
刻
的
山
回
に
就
て
」
（
八
）

（
國
華
）

・
「
ア
ツ
ヤ
ン
タ
ー
石
窟
寺
の
彫
刻
的
丈
檬
に
就
て
し
（
九
）

λ
鴎
華
）

ら
支
那
に
封
ず
る
感
想
」
（
北
京
週
報
）

「
東
洋
美
衛
の
精
憩
」
（
北
京
週
報
、
北
京
大
毒
講
演
華

’
記
）

．
「
支
那
の
佛
敏
美
徳
」
（
北
京
週
報
、
北
京
夜
鷹
曾
講
演

大
要
）

h
佛
の
八
十
麺
好
に
就
て
」
ハ
京
大
夏
季
講
習
會
講
演
）

…
「
麦
那
の
佛
教
美
衝
」
（
牝
京
邉
報
、
北
京
夜
無
難
講
演

筆
記
）

．
「
支
那
工
藝
界
の
前
途
」
ハ
日
刊
新
支
那
）

　
支
那
よ
り
渡
鰍
）

．
東
京
、
京
都
爾
帝
大
及
び
東
京
帝
室
博
物
館
の
事
業
れ

ろ
墓
穴
、
ス
タ
イ
ン
、
佛
國
ペ
リ
ナ
雨
氏
支
那
緻
焼
石

、
窟
寺
装
見
の
絡
誰
、
及
び
濁
國
グ
サ
ユ
ン
ウ
エ
ー
デ
ル
、

ル
σ
コ
ソ
ク
雨
氏
中
央
亜
細
亜
獲
見
の
総
霊
の
模
本
な

長
谷
川
路
可
朝
川
指
導
し
て
作
製
着
手
。

、
故
澤
村
専
太
鄭
教
授
略
歴
並
業
綬

同同同同，
同罪同1越飼主同型岡同同等

　
入
月

一
十
月

十
㎜
月

　
同同

十
四
　
年

十
五
年
一
月

　
　
　
同八七同五

月月　噛月
岡

　　　十

同　一
　　　月

同

陞
叙
高
等
官
五
等

埃
及
國
在
留
奄
魑
加
さ
る
。
（
丈
部
省
）

叙
從
六
位

英
國
倫
敦
、
佛
國
巴
里
、
濁
國
伯
林
に
在
る
中
央
亜
細

亜
の
壁
誰
に
驕
す
ろ
調
査
な
囑
託
ぜ
ら
る
。
（
丈
部
省
）

倫
敦
一
瀧
口
店
に
て
世
界
的
に
珍
重
す
べ
き
貝
葉
の
梵
本

経
典
を
獲
見
。

倫
敦
、
巴
里
等
な
中
心
に
各
地
な
族
行
。

・
九
四
露
朝
。

教
授
指
鱒
の
徽
燵
及
び
中
央
距
細
日
興
見
絡
誰
の
模
本

完
成
。

馳
「
中
央
亜
細
亜
陶
土
の
唐
朝
風
俗
違
凹
地
敏
美
術
）

「
北
郎
の
塵
」
（
大
阪
朝
日
）

、
「
少
林
寺
の
古
塔
群
」
（
上
×
佛
教
美
徳
）

信
…
濃
諏
訪
町
へ
出
張
。
諏
訪
教
育
會
陥
講
習
及
び
古
美
術

調
査
。
「
印
度
の
佛
敏
藝
術
…
か
代
表
す
ろ
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟

，
寺
の
奇
蹟
」
（
京
都
恩
賜
博
物
舘
講
演
）
　
　
　
　
　
甲

「
少
林
寺
の
古
塔
群
」
（
下
×
佛
敏
美
術
）

大
阪
市
立
美
衛
館
設
立
に
關
す
ろ
調
査
事
務
囑
託
為
解

・
く
。
．

「
印
度
中
世
紀
に
於
け
ろ
絡
霊
の
更
的
考
察
」
（
京
大
哲

學
曾
講
演
會
）

　
　
　
　
　
　
一
一
九
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同同同昭
和
面

懸
ド伺同同何同

詞
．
　

同
’同詞

同
覧

同
．同

　
三
　
年
一
月

　
　
哲
學
研
究
　
第
百
七
十
一
號

　
同
　
　
東
京
帝
室
平
物
館
講
演
會
に
て
講
演
。

十
二
月
大
阪
市
立
美
循
館
創
設
に
關
す
る
事
務
た
囑
託
ゼ
ら
る

　
同
つ
中
央
帯
紬
亜
の
壁
叢
に
就
て
」
（
京
都
恩
賜
博
物
館
講

　
　
　
　
演
〉

年
一
月
　
陞
叙
窩
等
談
叢
算

　
伺
　
L
「
激
煙
田
土
の
唐
朝
叢
熾
盛
光
佛
」
’
中
央
美
術
）

　
詞
　
　
「
日
本
欝
の
直
面
ぜ
る
問
題
」
（
大
阪
時
事
）

　
二
月
　
叙
正
六
位

　
同
　
　
「
薄
肉
毒
薬
寺
に
於
け
る
浄
藏
灘
師
身
塔
」
（
國
華
）

　
三
月
　
大
阪
府
女
子
専
門
學
校
教
授
に
任
ぜ
ら
る
。

　
入
月
　
「
挙
安
朝
の
絡
叢
」
（
京
大
主
催
夏
季
講
智
會
）

　
同
．
「
．
丈
量
上
よ
り
槻
た
る
奈
良
朝
の
跳
家
」
「
（
雑
誌
「
寧
樂
し
r

　
　
　
　
圭
催
夏
期
講
演
會
）

　
同
　
　
「
京
の
建
、
、
ろ
こ
こ
ろ
…
白
河
路
」
（
瞭
閥
筆
）
（
大
阪
毎
羅
’

　
　
　
　
京
都
掻
暮
）

十
一
月
　
「
最
近
の
霊
界
に
於
け
ろ
問
題
」
（
京
都
帝
國
大
会
新
聞
）

　
同
「
匪
本
に
於
け
ろ
臥
像
鍵
の
藝
術
的
考
察
」
・
（
京
都
怨
賜

　
　
　
　
博
物
館
講
演
）

　
同
　
　
「
東
洋
愚
心
に
お
け
る
自
然
愛
の
精
紳
］
（
和
歌
山
忠
曜

　
　
　
　
倉
主
催
美
術
講
演
會
）

十
二
月
　
信
濃
國
野
澤
金
当
寺
所
藏
｝
遍
上
入
間
傳
憎
巷
の
模
籍

　
　
　
　
な
植
中
直
齋
今
野
啓
助
爾
氏
指
導
し
て
作
製
に
着
手
。

　
　
　
　
「
日
本
鑑
の
薪
局
弼
」
〔
大
阪
朝
口
）

同同工同同盟同同二三同同同同源

同岡
r
三
月

同同署同
　月

同　．五

　　月
寒』同
月

入同
月

十九
月月

　
　
　
　
　
　
扁
ご
○

「
日
本
に
於
け
る
肯
像
鍵
の
藝
術
吏
的
考
察
」
（
密
教
學

報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

「
東
洋
鑑
論
し
（
早
蕃
會
講
演
、
以
後
毎
月
一
剛
約
十
回

に
亙
ろ
）

金
管
寺
コ
過
上
人
絡
傳
模
窮
完
成
。

「
天
業
時
代
の
絡
激
」
（
大
阪
朝
日
主
催
天
挙
文
化
講
演

會
）「

浄
土
教
の
美
嚢
」
（
崇
美
）

龍
谷
大
學
丈
鹿
部
講
師
た
囑
託
ぜ
ら
ろ
Q

「
東
洋
藝
術
に
於
け
ろ
丑
日
主
義
」
（
愛
知
縣
圓
霊
敏
育

會
講
演
）

表
朝
主
催
天
亭
二
化
臨
地
講
演
會
潤
張
。

「
天
蛾
丈
暫
定
奈
良
」
（
大
阪
中
央
放
逡
局
に
て
ラ
ヂ
ナ

放
逡
）

コ
泉
都
美
術
會
舘
」
（
大
毎
美
備
）

醍
醐
寺
五
重
塔
内
壁
鍵
模
翁
た
植
中
直
齋
、
今
野
啓
助

雨
馬
流
指
導
し
て
藩
手
O

「
私
の
異
常
な
騰
験
」
（
大
阪
毎
日
）

「
朱
譜
の
傳
紳
衝
ミ
一
宗
の
省
像
鍵
し
目
上
X
未
完
）
（
郡

の
研
究
）

「
叢
説
の
近
代
的
意
義
」
（
大
阪
暗
事
）

「
安
土
桃
山
時
代
の
絡
謹
し
（
「
歴
更
定
地
理
」
主
催
安
土

桃
山
時
代
史
講
演
會
）



同同同周同同
　
四

同同同同業嗣同周

臓
玉

藍

　
同
十
一
月

　
同
十
二
三

年
三
月同同同入七六五

　　　月月月月
九四
月月

十
月

十
一
舟

盗
濁
必
夫
術
…
展
覧
會
識
評
の
短
め
同
地
へ
出
張
り
（
陥
講
詳
に

墓
南
新
報
に
載
る
）

「
藝
雄
蕊
育
」
（
磨
薄
燈
島
覗
學
及
佼
長
講
習
會
）

「
日
本
端
境
の
現
勢
」
（
講
演
×
礎
瀞
日
々
）

「
日
本
に
於
け
る
翌
翌
の
現
勢
」
（
盗
粥
新
報
）

醍
醐
専
五
重
塔
内
壁
鍵
一
都
完
成
。

「
日
本
初
期
の
西
洋
驚
」
（
大
阪
朝
臼
主
催
開
國
丈
化
大

暑
劉
會
講
演
）

東
方
丈
化
學
院
京
都
研
究
所
指
繊
員
面
構
託
ぜ
ら
る
。

「
推
古
期
の
総
霊
」
（
佛
教
美
衝
）

「
支
那
束
盤
の
花
鳥
霊
に
つ
い
て
し
（
京
都
絡
專
講
演
）

臆
叙
高
等
官
三
等

叙
從
五
位

大
回
記
念
京
都
美
衛
館
建
設
委
員
た
囑
託
ぜ
ら
ろ
Q

「
佛
教
藝
術
に
於
け
る
日
本
生
義
」
（
高
野
幽
夏
季
大
雌

講
演
、
「
高
野
由
時
報
」
九
月
特
韓
號
に
牧
載
す
）

「
浄
土
教
藝
衛
…
」
（
膏
甲
灘
講
演
、
六
、
七
、
八
、
十
月
金
離
）

京
都
府
奥
蹟
勝
地
保
禅
委
員
曾
委
員
及
囑
託
な
命
ぜ
ら

る
。大
英
博
物
館
東
洋
美
術
部
総
書
、
版
鍵
部
生
任
ロ
ヨ
レ

ン
ス
・
ビ
ニ
ョ
ン
氏
た
案
内
し
て
、
近
畿
の
古
美
衛
な

探
る
。

國
煙
感
霧
倉
委
員
に
仰
付
け
ら
る
。

故
澤
村
高
太
郎
敏
授
略
歴
並
業
績

同苗

　
同
十
二
月

岡
五
年
四
月
二
十
入
日

同
　
　
　
　
年

三伺圃同
　　　　五
　　　　月

　　　　十
同同量三
　　　　日

圃同

同同

「
密
教
藝
術
に
就
い
て
」
（
青
甲
祉
講
演
）

初
旬
よ
リ
風
那
に
留
さ
ろ
〇

九
日
、
獲
熱
三
十
九
度
。

十
萄
、
身
彊
の
異
歌
な
冒
し
て
、
ビ
ニ
ナ
ン
氏
の
麟
國

を
淋
戸
に
見
逡
る
。
夕
躍
、
紳
戸
よ
リ
麟
洛
の
途
次
、

火
阪
に
在
る
親
戚
の
宅
に
て
臥
床
療
養
。

十
二
日
、
大
阪
赤
十
字
磯
病
院
に
入
院
O
急
性
肺
炎
書

糖
尿
病
定
診
察
さ
る
。
病
勢
憂
慮
の
う
ち
に
年
暮
る
Q

　
哲
學
哲
學
史
第
二
講
座
分
推
な
命
ぜ
ら
る
。

一
月
置
り
五
月
初
旬
ま
で
病
勢
一
進
一
退
あ
り
Q

五
H
十
二
B
に
至
り
て
容
態
急
墾
し
て
危
瞼
験
態
に
陪

る
。京
都
帝
國
大
學
敏
授
に
任
ぜ
ら
る
。

叙
高
等
官
三
等

哲
學
史
第
二
講
座
推
任
為
命
ぜ
ら
る
。

叙
正
五
位

特
旨
た
以
て
位
一
級
為
莚
め
ら
ろ
。

同
H
、
午
後
八
時
五
十
三
分
、
遽
に
永
眠
さ
る
。
享
年

四
十
入
。

廿
山
ハ
ロ
慧
†
後
一
噂
よ
り
山
泉
都
恥
巾
照
》
崎
御
岬
坊
に
於
て
出
口
別

式
皐
行
Q

（
附
艶
）
　
右
の
年
表
に
於
て
故
敏
授
の
詩
人
建
し
て
の
牛
衝
に
闘
…
す
ろ
記

　
載
が
甚
だ
粗
略
で
あ
ろ
こ
ミ
為
澄
憾
に
思
ひ
ま
す
。
他
日
術
詳
細
に
此

の
年
表
が
補
筆
さ
れ
ろ
機
會
の
あ
ら
ん
こ
宣
為
期
待
し
ま
す
。

一
二
一


